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日
本
的
経
営

シ

ス
テ

ム

の
韓

日
比
較

下
請
機
械
中
小
企
業
を
中
心
と
し
て

李

甫イ

六 五 四 三 二

問
題

の
提
起

日
本
的
経
営

シ

ス
テ

ム
の
現
在
と
将

来

昇
進
と
賃
金

の
決
定
基
準

勤
労
音
心欲
を
高

め
る
制
度

Q

C
サ

ー
ク

ル

日
本
的
経
営

シ

ス
テ

ム
の
韓
国

へ
の
適
用
上

の
問
題
点

1
む
す

び
に
か
え

て
ー

問
題
の
提
起

最

近
、

新

し

い
国
際

化

の
波

は
、
産

業

・
貿

易
構

造

、

企

業

の

競

争

条

件
、

経

営
技

法
、

そ

し

て
経

営

理

念

に
対

し

て
も
変

化

を

求

め

て
お

り
、

在

来

の
国

境

を

ベ

ー

ス
に
し

た

も

の

の
見
方

だ

け

で

は
、

産

業

や
企

業

の
評

価

は
困

難

に
な

り

つ

つ
あ

る

よ
う

に
思

え

る
。

言

い
換

え

れ
ば

、

国

家

間

の
相
互

依

存

性

は
高

ま

っ
て
き

て
お

り
、

各

々

の
国
家

は
他

の
国

家

と

の
関

係

の
う

え

で

み
ず

か

ら

を
規

定

な

い
し
位
置

づ

け

な

け

れ
ば

な

ら

な

く
な

っ
て
き

た

の

で
あ

る
。

つ
ま

り
他

の
国
家

に

つ
い

て

の
正
確

な
知

見

が
要

求

さ

れ

る

よ
う

に
な

っ
て
き

た
と

い
う

こ
と

で
も

あ

る
。

こ
れ
は
、

各

国

の
経

営

現

象

な

ど

に

つ
い

て
異

同
点

を

発

見

し

て
、

各

々

の
国

の
特

徴

を

明

ら

か

に
す

る
比
較

研
究

(o
o
日
噂
9。
鑓

,

は
く
Φ
ωε

伽
《
)
す

な

わ

ち
、
比

較

経

営

学

に
よ

っ
て
、

よ

り

可
能

に

な

る
。

周

知

の
ご

と

く
、

韓

日
両

国

は

西

欧
諸

国

と

比

べ

て
見

る
と
、

比

較

的
文

化

構

造

の
類

似

性

が
高

く

、

一
九

八

六
年

度

か

ら
は

お

互

い

に
第

二

の
貿

易
相

手

国

と

な

っ
て

い
る
。

し

か

も
韓

国

は
、

経

済

を
初

め
様

々
な
分

野

に

お

い
て
日
本

の
影

響

を
強

く
受

け

て



国際 経 営 フ ォー ラムNo.2

お

り
、

と

り

わ

け
、

最

近

の
円
高

を

は

じ

め

と
す

る
経

営

環
境

の

変

動

に
よ

る

日
本

(中

小

)

企

業

の
韓

国

進

出

の
急

増

と
、

韓

国

の
産

業

構

造

の
変

化

と
技

術

水

準

の
向

上

に

よ

っ
て
、

新

し

い
次

元

の
韓

日
協

力

な

い
し
分

業

の
必

要

性

が
増

大

し

て

い
る
。

そ

れ

ゆ

え
、

き

め

の
細

か

い
比
較

研
究

を
行

う

必
要

性

が
指

摘

さ

れ

て

い
る

こ
と

を

考

え

る
と
、

両
国

の
企

業

経

営

の
特

徴

を
明

ら

か

に

す

る

こ
と

は
、

学
術

研

究

と
実

際

の
経

営

に
役

立

つ
と

思

う
。

か

か

る
比

較

経

営

学

の
立

場

か
ら

見

る
と
、

最

近

の
日
本

経

済

の
良

好

な

パ

フ

ォ

ー

マ
ン

ス
は
、

日
本

の
企

業

経

営

の
う

ま

さ

か

ら

く

る
結

果

で
あ

る
と

言

え

る
し
、

日
本

的

経

営

の
ジ

ャ
ン
グ

ル

論

(冒

O
麟
コ
Φ
ω
Φ
竃

餌
轟

αq
Φ
ヨ
O
昆

↓
げ
Φ
O
蔓

甘

昌
ひq
す

一
〇
。。
幽
)

が
現

わ

れ

る
ほ

ど
、

様

々
な
観

点

か

ら

の
接

近

が

み
ら

れ

る
。

で
は
、

日
本

的

経

営

シ

ス
テ

ム
な

い
し
技

法

で
あ

る
と
言

わ

れ

る
終

身

雇

用

制

、
年

功

序

列
制

、

企
業

別

組

合

、

Q

C

サ

ー
ク

ル

な

ど

が
下

請

中

小

企
業

に
お

い

て
、

ど

れ

ぐ

ら

い
適

用

さ

れ

て

お

り
、

韓

国

の
そ

れ

と

の
差

異

は

ど
う

で
あ

る

の
か
。

か

つ
日
本

的

経

営

技

法

の
韓

国

へ
の
適

用

が
可

能

で

あ

る
と

す

れ

ば
、

適

用

上

の
問

題

点

は
何

で
あ

る

の
か
。

二

日
本
的
経
営
シ
ス
テ
ム
の
現
在
と
将
来

経
営

の
国
際
比
較

(比
較
経
営
)

の
上

で
、

日
本

の
企
業
特
有

の
組
織

を
中

心
と
し
た
経
営
管

理
制
度
を

日
本
的
経

営
と

い
う
。

こ
の
よ
う
な
日
本
的
経
営

の
統

一
概
念

に
対

し

て
、
①

経
営
家
族

主
義
、
②
集
団
主
義
、
③

人
間
主
義
な
ど

の
議

論
が
あ
り
、
そ

の

将
来

に
つ
い
て
も
収
徹
説

と
非
収
敏
説
と

の
立

場

に
分

か
れ

て
い

る

。か

か
る

日
本

的

経

営

シ

ス
テ

ム
が
、
今

ま

で

の
日
本

の
企

業

の

発

展

に

マ
イ

ナ

ス
に
働

か
ず

、

む

し

ろ
プ

ラ

ス
と

な

っ
て
き

た

こ

と

が
、

日
本

経
済

の
高

度

成

長

を

も

た
ら

し

た

一
因

だ

っ
た

こ
と

は
多

く

の
人

が
指

摘

し

て

い
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

し

か

し
、

日
本

的

経

営

は
、

合

理

性

の
面

か

ら

み

て

か
な

り
問

題

の
あ

る
点

も

あ

り
、

社

会

の
変

動

に
よ

っ
て
、

次
第

に
変

わ

る

可
能

性

も

あ

る
。

す

な

わ
ち
、

社

会

的
変

化

と

し

て
は
、

日
本

経

済

の
成

長
率

の
低

下
、

日

本

の
人

口

の
高
齢

化

と
重

な

っ
て
、

社

内

の
従

業
員

の
年

齢

構

成

を
末

広

が
り

の

ピ

ラ

ミ

ッ
ド

型

に
維

持

で
き

な

く

な

っ
た

こ
と

、

国

民

の
意

識

の
変

化

、

技

術
革

新

な

ど

が

あ
げ

ら

れ

る
。

こ

の
た

め
、

年

功

賃

金
体

系

を

維
持

す

る

の
が

次

第

に
困

難

に
な

り

つ

つ
あ

り
、

年

功

賃
金

の
見
直

し

が
必
要

と

な

っ
て
き

て

い
る
。

こ
の
点

か
ら
、

日
本
的

経

営

の
大

き
な
柱

の

終

身

雇

用
、

年

功

序

列

が
崩

れ

よ
う

と

し

て

い
る

と
言

え

る
。

ω

こ

こ
で
は
、

ま
ず

下

請

中

小

企
業

に
お

け

る
現
在

の
終

身

雇

用

制

と
年

功

序

列

制

の
採

用

を
調

べ
、

そ

の
将

来

は

ど

う
な

る

か

を
分

析

し

て
み

る
。

な

お
、

昇

進

と

賃

金

決
定

の
場

合

、
最

も

重

要

視

す

る
要

因
、

労

働

組

合

が
組
織

さ

れ

て

い

る
と

き

の
主

要

議

論

要

素

な

ど

に

つ

い

て
韓

日
比
較

を
行

な

い
、

両

国

の
異

同
点

を

明

ら

か

に
す

る
。
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日本的経営 システムの韓 日比較

表

1

は
下

請

中

小

企

業

に
お
け

る

日
本

的

経

営

シ

ス
テ

ム

の
現

在

と
将

来

を
示

し

て

い
る
。

終

身
雇

用
制

の
場

合
、

現

在

日
本

の

下
請

中

小
企

業

の
六
九

・
二
%

が
取

っ
て

お

り
、

韓

国

は
九

.
三

%

し

か
取

っ
て

い
な

い
。

こ
れ

は

日
本

の
中

小

企

業

の
場
合

も
終

身

雇

用

制

が
定

着

し

て

い

る

こ
と

を
意

味

し

て

い
る
。

し

か

し
、

将

来

、

こ

の

シ

ス
テ

ム
を
取

り

た

い
と

い
う

日
本

の

企

業

は

一
七

・
六
%

と
減

少

し

て
お

り
、

混

合

形

態

に
し
た

い
と

い
う

企

業

は

六

六

・
五

%

と

な

っ
て

い
る
。

こ
れ

は

日
本

の
経
済

成

長
率

の
鈍

化

と

か
人

口

の
高

齢
化

、

国
民

の
意

識

の
変

化

、
技

術

革

新

な

ど

の
経

営

環
境

の
変

化

と

関
連

づ

け

ら

れ

る
。

一
方
、

韓

国

の
場

合

、

三

八

・
五
%

の
企

業

が
将

来

に
終

身

雇

用

制

を
取

り

た

い
と
答

え

て

い

る
。

現

在

の
韓

国

の
状

況

に
対

し

て
見

る
と
、

離

職

率

が
高

く
、

そ

の
た

め
、

Q

C

サ

ー

ク

ル
の
実

施

、

従

業

員

教

育
、

そ

の
他

の
経

営

上

の
問

題

点

が
発

生

す

る

こ

と

を
考

え

る
と

、

中

小

企

業

で
も
終

身

雇

用

制

の
実

施

、

少

な

く

と

も

従
業

員

の
定

着

の
高

さ

が
望

ま

し

い
と

思

わ
れ

る
。

②

次

い
で
、

年

功

序

列

制

の
場

合

を

見

る
と
、

日
本

の
中

小

企

業

の
二
〇

・
五
%

、

韓

国
企

業

の

一
四

.
六
%

が

こ
の

シ

ス
テ

ム
を
取

っ
て

い
る
。

し

か
し
、

将

来

取

り

た

い
と

い
う

企
業

に
対

し

て
見

る
と
、

日
本

企

業

の
ほ
う

は

一
・
七
%

に
す

ぎ

な

く
、

韓

国

の
そ

れ

は

二

四

・
二
%

で
あ

る
。

終

身

雇

用

制

と
年

功
序

列
制

は
表

裏

一
体

の
関

係

に
あ

る
と

す

れ
ば
、

こ
れ

か
ら

日
本

企

業

に

お
け

る

こ
の
両

制

度

は
変

化

し

て

い
く

と

思

わ

れ

る
。

㈹

社

員

の
育

成

方

法

に

お

い
て
も

日
本

の
場

合
、

ゼ

ネ

ラ
リ

ス
ト
を
中

心

と

す

る
企

業

よ

り
混
合

形

態

と

す

る
企
業

が
多

い
。

こ
れ

は

こ
れ

ま

で

の
大

企

業

の
ゼ
ネ

ラ

リ

ス
ト

を
中

心

と

す

る
場

合

と

は
異

な

る
面

が
あ

る
。

韓

国

の
場

合
、

将

来

に
は

ゼ

ネ

ラ

リ

ス
ト

を
中

心

と

し
た

い
と

い
う
企

業

が

五
〇

%

を
越

え

て

い
る
。

ω

社

員

の
中

途

採

用

に

つ

い

て
見

る
と

、

日
本

企

業

は

八

四

・
八
%

、

韓

国

の
ほ
う

は

九

三

・
九

%

が

そ

れ
を
実

施

し

て

い

る
。

特

に
、

一
般

従

業

員

の
中

途
採

用

の
場

合
、

日
本

企

業

の
七

七

・

一
%
、

韓

国
企

業

の
八

一

・
五

%

が
行

な

っ
て

い
る
。

管

理

職

・
専

門
職

の
場
合

も
、

日
本

企
業

の
三

四

・

一
%
、

韓

国

企
業

の
六

一
・
三
%

が
行

な

っ
て

い
る
。

両

国
共

に

一
般

従

業

員

の
中

途
採

用

比
率

が
高

い
と

い
う

こ
と

は
共

通
点

で
あ

る

が
、

韓

国

の

そ

の
比

率

が

日
本

の
そ
れ

よ

り
高

い
と

い
う

の
は
終

身

雇

用

制

が

相
対

的

に
確

立

し

て
お
ら
ず

、

こ
れ

は
離

職
率

の
高

さ
、

か

つ
日

本

と
比

べ

て
相

対

的

に
高

度

成

長
期

で
あ

っ
て
、

生
産

規

模

の
拡

充

な

ど
と
関

連

づ

け

ら

れ

る
。

㈲

労
働

組
合

の
組

職

率

に
対

し

て
見

る
と
、

日
本

の

ほ
う

は

五

一
・
六
%
、

韓

国

の
そ

れ

は

一
四

・
六

%

で
あ

る
。

し

か

し
、

韓

国

の
場

合

、
最

近

三
年

間

労

働

組

合

の
組
織

率

は
急

激

に
高

ま

り

つ

つ
あ

る
。

労

働

組
合

の
仕

事

の
中

で
、

労
使

間

の
議

論

項

目

を
見

る
と
、

日
本

の
ほ
う

は
賃

金

、

給

与

、

福
利

厚

生

、

作

業

条

件
、

生
産

性

向

上

が

そ

の
主
要

テ

ー

マ
で
あ

る

の
に
対

し

て
、

韓

国

は
賃
金

、

給

与

、

福

利

厚

生
、

作

業

条

件

の
順

で
あ

る
。
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表1日 本的経営 システムの現在 と将来

国 別

内 容

日 本 韓 国

社(%) 回答企業数 社(%) 回答企業数

終
身
雇
用
制

現

在

① とってい る

②能 力主義 と混合形態

③ と・,てい ない

128(69.2)

47(25.4}

10(5.4)

185社

12{9.3)

50(38.8)

fi7(51.9)

129社

将

来

① と りたい

②混 合形態 に したい

③ と りた くない

31(17.6}

117(66.5)

28×15.9)

176社

50(38.5)

7Q(53.8)

10(7.7}

130社

現

在

① と 一」て い る

② 能 力 主 義 と混 合 形 態

③ と.,て い ない

38(20.5)

127(68.5)

20(10.8}

185社

19(14.6}

65(50.0)

46(35.4)

130社年
功
序
列
制

将

来

① とりたい

②混合形態 に したい

③ と りた くない

3(工7)

11sCs4.4)

61×33.9}

180社

29(24.2)

77(64.2)

13(10.8)

119社

現

在

①ゼネラリス ト中心

②混合形態

③専門家中心

10(5.5)

134(73.2)

39(21.3}

183社

46×34.3)

56(41.8)

32(23.9)

134社社
員
の

育
成

将

来

① ゼネ ラ リス トを中心 に したい

②混合形態 に したい

③ 専門家 を中心 に したい

27{15.0)

131(72.8)

22(12.2)

180社

65(51.2)

31(24.4}

31{24.4)

127社

社
員
の

中
途
採
用

や ってい る 156(84.8) 184社 ユ24(93.9) 132社

内

容

一般従業員の場合
142(?7.1) 184社 101(81.5} 132社

その年 の採用者 に対す る比率* 30.1(31.72) 142社 22,9(29.04) 101社

管理職 ・専門職の場合 fi3(34.1) 184社 76(61.3) 132社

その年 の採用者 に対 す る比 率串 6.6{14.07} 142社

←

8.3(15.01) 124社

労

働

組

合

組織 され てい る 95051.6) 184社 24(14.6) 137社

議

論

項

目

①it,給 与

②作業条件

③福利厚生

④従業員の能力開発

⑤経営参加

⑥生産性向上

⑦その他

84(88、4)

50(52.6)

56(58.9)

15(15.8}

5(5.3}

46(48.4)

1(1.0)

95社

ZO(100)

12(60.0)

19(95.0)

3(15.0)

3(15.(1)

9(45.0)

a(a>

20社

*社 員の中途採用の比率項 目の内,そ の年 の採 用者対比の単位 は%,カ ッコ内の数字 は標準 偏差
であ る.
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三

昇
進
と
賃
金
の
決
定
基
準

日
本
的
経
営

の
特
質

の

一
つ
と
し

て
多
く

の
学
者

に
よ

っ
て
論

じ
ら

れ
て
き
た
年
功
序
列
制

は
、
年
功
賃
金
制
と
年
功
昇
進
制

に

分

け
ら
れ
る
が
、

こ
れ
に

つ
い
て
は
よ
り
詳

し
く
韓

日
比
較

を
行

な
う

必
要
性

が
あ
る
。

こ
の
年
功
序
列
制
と

は
、
能
力

の
無

い
者

も
仲

間
と
し

て
保
護

す

る
実
質

平
等
主
義

を
基
盤

に
、
生
活

の
必
要

に
応

じ

て
賃
金

を

得

ら
れ

る
と

い
う
相
互
扶
助

の
考

え
を
入

れ
、

そ

こ
に
集

団
内

の

秩
序

維
持

の
た
め

の
上

下
関
係

を
含

め
た
日
本
的
集
団
主
義

の
典

型
的
な
制
度

の

一
つ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
年
功
序
列
制

は
、

企

業
内

の
秩
序

の
維
持
、

平
等
感

の
酒
養
、
終
身
雇
用
制

の
補
強

か

ら
く

る
企
業

へ
の

一
体
化
す

な
わ
ち
、
帰
属
意
識

の
強
化

に
貢
献

し

て

い
る
。

し
か
し
、

反
面
、
能
力
主
義
、
実
績
主
義

の
否
定

か
ら
、
能
力

の
あ
る
者

の
働

く
意
欲

を
低
下
さ
せ
る
と
言

わ
れ
、

効
率

的
経
営

に
と

っ
て
は
障
害

で
あ

る
と

さ
れ
て
き
た
。

日
本

の
企
業

が
最

近

高

い
生
産
性

を
あ
げ

て
き

た

の
は
、
純
粋

の
年
功
制

で
な
く
、

か

な
り
能
力
主
義

を
導
入

し

て
い
る

こ
と
、

お
よ

び
身
分
、
学
歴

に

よ

る
序

列

の
差

は
ほ
と
ん
ど
解
消

さ
せ
て
い
る

こ
と
、
昇
進

に
つ

い
て
は
、
部

課
長

に
昇
進

す
る
最
低
年
齢
は
決
ま

っ
て
お
り
、

そ

の
点

で
年
功

が
生

き

て

い
る
が
、

あ
と
は
全
く
能
力
と
実
績

で
昇

進

が
決
定

さ
れ
て

い
る
と

い
わ
れ

る
。

現

在

の
日
本

の
人
事

制

度

は
、

客
観

的

に
は
、

年

功
序

列

を

色

濃

く

残

し

て

い
る

が
、

し

か
し
、

昔

に
比
較

し

近
年

で
は
十

分

に

競

争

的

な

状

況

に
な

っ
て

お
り
、

能

力

あ

る
優

秀

な
者

に
は
大

き

な
…機
会

が
与

え
ら

れ

て

い
る
と
考

え

ら

れ

て

い
る
だ

ろ

う
。

現

実

の
下

請

中

企

業

の
場

合
、

先

に
見

た

よ
う

に
、

こ
の
よ
う

な

年

功

序

列
制

を

取

っ
て

い
る
中

小

企

業

は

日

本

の
ほ

う

が

二

〇

・
五
%
、

韓

国

の
ほ
う

は

一
四

・
六
%

で
、

実

際

に

は
あ

ま

り

こ
の
制

度

を

取

っ
て

い
な

い

こ
と

が

わ

か

る
。

日
本

に

お
け

る
年

功

序

列

制

の
形

成

と

か
変

遷

過

程

な

ど

に
接

す

る

こ
と

は
本

研

究

の
範

囲

を
越

え

る
。

た

だ
、

現

在

の
韓

日
両

国

の
下
請

中

小

企

業

に
お

け

る
昇

進

と

賃

金

の
決

定
基

準

の
比

較

は
、

日

本
的

経

営

の

展

望

な

ど

と
関

連

づ

け

て
見

る
と

そ

れ

な

り

の
意
義

が

あ

る
と
言

え

る
。

表

2

が
昇

進

と
賃

金

の
決

定

基

準

の
韓

日
比

較

を
行

な

っ
た
も

の

で
あ

る
。

ま
ず

、

昇

進

の
決
定

基

準

を
順

位

別

に
見

る
と
、

日
本

企

業

の

場
合

、

職

務

能

力

、

実
績

、

人
格

、

一
般

知

識

の
順

で
あ

り
、

そ

の
他

の
項

目

は

あ

ま

り
重

視

し

て

い
な

い
。

韓

国

の
場
合

は
、

職

務
能

力

、

実

績

、

勤

続

年

数

、

一
般

知

識
、

人

格
、

学

歴

の
順

で

あ

る
。

い
ず

れ
も
縁

故

は
重

視

し

て

い
な

い
。

賃

金

決
定

の
基
準

に

つ

い

て
も

ほ
と

ん
ど
同

じ
説

明

が

で
き

る
。

た

だ
、

日

本

の
場

合

、

年

齢

と

か
勤

続
年

数

は
昇

進

の
場

合

と

は
違

っ
て
、

あ

る
程

度

は
重

視

し

て

い
る
。
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表2昇 進と賃金の決定基準

昇 進 の 場 合 賃金決定の場合

日 本 韓 国 日 本 韓 国

①年 齢 3.25(Q.87} 3.25{0.93) 2.82(0.82} 3.22(0.96)

回答企業数 181社 127社 185社 126社

②勤続年数 3.21(0.88) 2.20(1.01) 2.82(0.81) 2.18(1.01)

回答企業数 183社 133社 184社 133社

③学 歴 3.23{0.99} 2.53(0.$2) 3.11(1.00) 2.73(0.95}

回答企業数 184社 131社 185社 130社

④一般知識 2.21(Q.84} 220to.95) 2.50(0.92) 2.27(x.02)

回答企業数 186社 130社 185社 130社

⑤職務能力 1.58(0.62} 1.79(0.82) 1.76(0.76) 1.8$(0.85)

回答企業数 186社 130社 186社 130社

⑥実 績 1.75(0.69) 2.11(1.01} 1.83(0.78) 2.25×1.04}

回答企業数 186社 132社 186社 X32社

⑦人 格 2.11(0,87) 2.50(0.95) 2.1.7{0.90} 2.75(0.91)

回答企業数 185社 129社 184社 129社

⑧縁 故 4.36(0.88) 3.8601.06) 4.42(0.85) 3.94(x.03)

回答企業数 185社 128社 181社 128社

⑨ そ の 他 3.46(1.13) 2.47(1ユ2) 3.46(1.2x) 2.47(2.07)

回答企業数 13社 17社 13社 19社

・数 字 は 妥 当 性 ス コ ア(ま
っ た く そ の とお り:1点,中 程 度 幽3点 ,

ス ケ ー ル 評 価)で あ る .
・ カ ッ コ 内 の 数 字 は 標 準 偏 差 で あ る

.

ま っ た く違 う=5点 の

i27



日本的経営 システムの韓 日比 較

表

3

は
因

子

分
析

(富
9
0
「
き

巴
《
忽
ω
)

に
よ

る
賃

金

の
決

定

基

準

を
比

較

し

た
も

の
で

あ

る
。

初
期

因

子
法

(営
三

巴

貯
0
8
「

ヨ
①
臼
o
α
)
は
主

成

分

法

を
取

り
、

バ

リ

マ

ッ
ク

ス

(<
餌
ユ
∋
鋤
×
)

回
転

後

の
因

子

パ

タ

ー

ン
を
見

る
と
、

日
本

企

業

の
場

合
、

昇

進

決
定

基

準

に
対

す

る
第

一
因

子

の
因

子
負

荷

量

は
次

の
よ
う

で
あ

る
。

す

な

わ
ち
、

職

務

能

力

○

・
八

三

八

四

五
、

人

格

○

.
七

三

九

四

九

、

一
般

知

識

と

し

て

の
能

力

○

・
六

八

六

〇

一
、

実

績

○

・
六

四

四

八

八

で

あ

る
。

こ
れ
は
結

局

、

能

率

な

い
し
職

務

遂

行

能

力

に
対

す

る
因

子

で

あ

る
と

言

え

る
。

第

二
因

了

の
負

荷

量

は
、

勤

続

年

数

○

・
八

八
七

九

二
、

年

齢

○

・
八
七

八
七

一
、

学

歴

○

・
六

四

〇

三
九

の
順

で
、

乙
れ

は
年
功

序

列

制

を
示

し

て

い

る
。

第

三
因

子

に
対

す

る
因

子
負

荷

量

は
縁

故

○

.
九

〇

一
九

九

で
あ

る
。

韓

国

企

業

の
昇

進

の
決

定

基

準

も

日
本

企

業

と

同

じ

で
あ

る
。

た

だ
、

学

歴

の
場

合

、

日
本

の
企

業
第

二
因

子

の

ほ
う

に
入

っ
て

い
る

の

に
対

し

て
、

韓

国

の
ほ
う

は
第

一
因

子

の

ほ
う

に
入

る

こ

と

が
わ

か

る
。

結

局

、

昇

進

の
場

合
、

他

の
要

素

と
と

も

に
学

歴

の
重

視

は
、

ま

だ
韓

国

が
学

歴

社

会

で
あ

る
と

い
う
事

実

を

因

子

分

析

の
結

果

か
ら

言

え

る
。

賃

金

決
定

の
基

準

も
昇

進

の
決

定

基

準

と

同

じ
解

釈

が

で
き

る
。

す

な

わ

ち
、

韓

日
両

国

と

も

に
職
務

給

な

い
し
職

能

給

で
あ

る
と

言

え

る
し
、

年

功

賃

金

制

を
取

っ
て

い
な

い
と
言

え

る
。

こ

の

こ
と

は
年

齢

と
勤

続

年

数

が
第

二
因
子

に
属

し

て

い
る

こ
と

か
ら

い
え

る
。

た

だ
、

昇

進

の
場

合

と

同

じ
よ

う

に
、

学

歴

の
変

数

が

日
本

の

ほ
う

は
第

二
因

子

に
属

し
、

韓

国

の
ほ

う

は
第

一
因

子

に
属

し

て

い
る
。

要

す

る

に
、

現

在

の
韓

国

の
企

業

の
場

合
、

賃

金

と

昇

進

に

お

け

る
学

歴

の
重

視

は
次
第

に
減

少

し

つ

つ
あ

る
と

は
言

う

も

の

の
、

ま

だ

日
本

の
企

業

と

比

べ

て
高

い
比

重

を
占

め

て

い

る
と
言

え

る
。

四

勤
労
意
欲
を
高
め
る
制
度

比
較

経

営
学

の
接

近

方

法

の

一
つ
で
あ

る
行

動

科

学
的

接

近
法

に

よ

る
と

、
現

代

企
業

で
、

一
般

従

業
員

の
勤

労

意

欲

を

増

進

さ

せ

る

た

め

に
は
、

自

己
実

現

の
欲

求

を

満

た

す

よ

う

に
す

る

こ
と

が
最

も

重

要

で
、

賃

金
、

作

業

条

件

の
充

実

な

ど

の
単

に
生

理

的

・
経
済

的

欲

求

を
満

た
す

だ

け

で
は
勤

労
意

欲

の
増

進

に
は

つ

な

が
ら

な

い
と
主

張

し

て

い
る
。

現

代

の
日

本
企

業

の
、

勤

労
意

欲

を
増

進

さ

せ

る

た
め

の
労

務

管

理

の
考

え
方

と

し

て
、

本

社

従

業
員

に
対

し

て
は
、
仕

事

そ

の

も

の

の
充

実

、

上

司

と

の
人

間

関

係
、

給

与

・
賃

金

の
順

で
重

視

し

て

い
る

が
、

現

場

従
業

員

に
対

し

て

は
全

く
逆

で
作

業

条

件

、

給

与

・
賃

金

、

上

司

と

の
人

間
関

係

、

仕

事

そ

の
も

の

の
充

実

の

順

で
重
視

し

て

い
る

と

い
わ

れ

る
。

こ

の
よ
う

に
、

現

実

の
企

業

は
ブ

ル

ー

カ
ラ

ー
と

ホ

ワ
イ

ト

ヵ

ラ

ー

の
人

々

に
対

し

て
異

な

っ
た
考

え
方

で
対

処

し

て

い
る

が
、

日
本

の
企

業

全
体

か
ら

み
た
場

合

は
、

経
済

的

欲

求

よ
り

も
自

己
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表3賃 金の決定基準(因 子分析)

①年 齢

②勤続年数

③学 歴

④一般知識

⑤職務能力

⑥実 績

⑦人 格

⑧縁 故

日本の中小企業の場合

Factor1
-0 .0378
-0 .01343

0.00161

0.sssol

0.83845

0.64488

0.73949
一 〇.13065

1

EIGENVALUE2.556702

DIFFERENCEO.712442

PROPORTIONO.3196

CUMULATIVEO.3196

Factor2

0.87871

0.88792

D.64039

0.09288

‐o
.05ss2

-0
.16134

-0
.05943

0.07526

z

1.844261

0.92070$

0.2305

x.5501

Factor3
--0 .10580

0.10fiOO

O.41089

0.13870
-01s5so

--0 .29841
-0 .043?4

0.90199

3

0.923553

0ユ59657

0.1154

0.6656

FinalCommunalityEstimates:TOTAL==5 .324516

① 年 齢

0.79409

⑤ 職 務 能 力

0.733641

② 勤続 年 数

4.799824

⑥ 実 績

0.530948

③ 学 歴 ④ 一 般知 識

0.5789280.49847

⑦ 人 格 ⑧ 縁 故

0.5522950.$3fi319

①年 齢

②勤続年数

③学 歴

④一般知識

⑤職務能力
⑥実 績

⑦人 格

⑧縁 故

韓国の中小企業の場合

Factor1

0.04090

0、31276

0.69436

0.83722

0.7203s

0.767.4

os707s

0.06744

1

3.322Q84

2.060881

0.4153

4.4153

Factor2

0.85290

sfli

EIGENVALUE

DIFFERENCE

PROPORTION

CUMULATIVE

O.Ofi318

0.02904

4.19413

0.27530

0.27.18

0.09503

2

1.261203

0.253482

0.1577

4.5729

Factor3

0ユ5542

-0
.05153

Q.16361

0.02474

‐o
.377Zs

-0
.05174

4.33431

0.92574

3

1.00?721

Q.30005fi

o.lzso

lr':'

FinalCommunalityEstimates:TQTAL=5 .594U9

① 年 齢

0.753272

⑤ 職 務 能 力

0.698962

② 勤続 年 数

0.750?27

⑥ 実 績

o.sssgs9

③ 学 歴 ④ 一 般 知識

0.5128890.702396

⑦ 人 格 ⑧ 縁 邑 故

0.6352240.870570

129

実
現

の
欲
求

を
重
視

す

る
考

え
方

が

モ
ラ

ー
ル
の
向
上

に
は
有
効

で
あ
る
。

モ
ラ

ー
ル
の
向
上

に
有

効
な

の
は
、
特

に
大
企
業

に
対

し

て
で
あ
る
。

し
か
し
、
行
動

科
学
的
接
近
法

に
よ

る
勤
労
意
欲

の
増
進
方

法

が
下
請
中
小
企
業

に
も
そ

の
ま
ま
当

て
は
ま
る
か
ど
う

か
は
別
個

の
問

題

で
あ

る
と

い
え

る
。

表

4

が
韓

日
両

国

の
下

請

中

小

企

業

の
取

っ
て

い
る
勤

労
意

欲

を
高

め

る
制

度

で
あ

る
。

ま
ず

、

順
位

別

に
み

る
と
、

日

本
企

業

の
場
合

、

提

案

制

度

(
七

五

・
七

%

)
、

小

集

団
活

動

(
六

〇

・
五

%

)
、

目
標

管

理
制

度

(
三
七

・
八

%
)
、

報

償

制

度

(
一
八

・
四



(単位:社)表4勤 労意欲を高める制度

国 別

内 容
日 本 韓 国

①課業標準設定についての目標管理制度 70{37.8) 50(35.7)

② ジ ョブ ・ロ ー テ イ シ ョン(職 務 部 署 を転 換 す る制 度)
27(14.6) 15(10.7)

③職務拡大 ・充実(単 純な職務 を減少 させ職務内容を拡大) 22{11.9) Zs(ZO.o}

④仕事達成に対する報償制度 34(18.4) 60(42.9)

⑤提案制度 140(75.7) 72{51.4)

⑥小集団活動 112(60.5) 25(17.9)

⑦ その他 8{4.3) 4(2.9)

回答企業数 185社 140社

注=カ ッコ内の数字 は%を 示 す。

%

)

の
順

で
あ

り
、

ジ

ョ
ブ

・
ロ
ー

テ

イ

シ

ョ
ン
と

か
職

務

拡

大

・
職

務

充

実

は

あ
ま

り
取

っ
て

い
な

い

こ
と

が

わ

か

る
。

韓

国

企

業

の
ほ

う

は
提

案

制

度

(
五

一

・
四
%

)
、

報

償

制

度

(
四

二

・
九

%
)
、

目

標
管

理
制

度

(
三

五

・
七

%
)
、

小
集

団
活

動

(
一
七

・
九

%
)

の
順

で
あ

る
。

両

国

と

も

に
提

案
制

度

を
重

視

す

る
点

と

ジ

ョ
ブ

.
ロ
ー
テ
イ

シ

ョ
ン
、

職

務

拡

大

・
充

実

の
比
重

が
低

い
と

こ
ろ

は
共

通

点

が

あ

る
。

し

か
し
、

小

集

団

活

動

の
項

目

は

日
本

企

業

の
ほ
う

が
韓

国

の
そ

れ

よ

り
四

二

・
六
%

高

く
、

こ
れ

は
Q

C

サ

ー
ク

ル

の
導

入

率

と
関

係

が

あ

る
と
思

わ

れ

る
。

一
方
、

報

償

制

度

の
項

目

は

韓

国

の
ほ

う

が

日
本

の
ほ

う

よ
り

二
四

・
五
%
高

い
。

た

だ

し
、

こ
れ

ま

で

の
個

々

の
制

度

の
実

施

が
企

業

の
業

績

な

い
し
経

営

成
果

と

ど

の
ぐ

ら

い
関

係

が
あ

る
か

に
対

し

て
究

明

で

き

た
研

究

は

あ
ま

り

み

ら

れ

な

い
。

五

Q

C
サ
ー
ク
ル

現

在

日

本

の
下

請

取
引

慣

行

に

つ
い

て
み

る

と
、

価

格

、

品
質

、

納

期

の
三
要
素

の
う
ち

、

品
質

保

証

が
最

優

先

で
要

求

さ
れ

る
。

従

っ
て
、

親

企
業

と
下

請

企
業

と

の
間

に
は
製

品

の
品
質

向

上
確

保

の
た

め

に
管

理
技

術

情

報

の
交

流

が
活

発

に
進

め

ら

れ

て

い
る
。

例

え

ば
、

現

在

の

エ
レ
ク

ト

ロ
ニ
ク

ス
分

野

ば

か
り

で
な
く

、

自

動

車

部

門

で
も

P

P

M
保

証

(勺
碧
房

勺
Φ
『
竃

自

o
互

百
万

個

に

数

個

の
不
良

率
保

証

)

が

一
般

化

し

て
お

り
、

親

企

業

の
要

請

で
、
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国 際 経 営 フ ォー ラムNo.2

下
請
企
業

は
P
P
M
保
証

の
た
め

の
生
産
技
術

の
自
動
化
、

Q
C

活

動

の
普

及

な

ど

に
積

極
的

に
取

り
組

ん

で
お

り
、
最

近

は

()剛】≦
矯
目
≦
ω
ま

で
発
展

し
て

い
る
。

で
は
、
過
去

の
日
本

の
品
質

水
準
は
ど
う

で
あ

っ
た

の
か
。
第

二
次
世
界
大
戦
後

の

一
九

五
〇
年
代

に
、

そ

の
当
時
、
外
国

に
輸

出

さ
れ
て

い
た
日
本
製

品

に
対

し

て
、

ひ
と

こ
ろ

「
安

か
ろ
う
、

悪

か
ろ
う
」

と

い

っ
た
蔑
称
的
評
価

が
な

さ
れ
た
時
代

が
あ

っ
た

と

い
わ
れ

て
い
る
。
す

な
わ
ち

日
本

に
お

い
て
も
、

一
九

七
〇
年

以
前

の
日
本
製
品

の
品
質

水
準
は
決
し

て
卓

越
し
た
も

の
で
は
な

か

っ
た
。
米
国

か
ら
輸

入

さ
れ
た
品
質
管
理
技
法

は
、
大
企
業

で

は
ほ
ぼ

一
九

六
〇
年
代
前
半

ま

で
に
吸
収

さ
れ
た
が
、
中
小
企
業

に
ま

で
は
普

及
し

て
い
な

か

っ
た
。

一
九

六
〇
年

代
後

半

に
な

る

と
、

日
本

の
機
械

工
業

は
輸
出
主
導

の
成
長
過
程

に
は

い
る
が
、

生
産

の
過
半

を
担
う
下
請
中
小
企
業

の
品
質
管

理

の
弱

さ
が
そ

の

発
展

の
大
き
な
制
約

と
し

て
問
題
視

さ
れ

る
よ
う

に
な
り
、
下
請

企
業

に
対
す

る
品
質
管

理
な
ど

の
生
産
管
理
技
術

の
下
請
企
業

へ

の
移
転

が
親

企
業

の
イ

ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ

に
よ

っ
て
な

さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
う
し

て
下
請
企
業

に
た

い
し
て
近
代
的

な
品
質
管

理
技
法

が

い

っ
た
ん
導
入

さ
れ

る
と
、

そ

の
品
質
管

理

の
目
標
値

は
長
期
継

続
的
な
取
引
関
係

を
通
じ

て
段
階
的

に
引

き
上
げ

ら
れ

て
い

っ
た
。

こ
の
間
、
親
企
業

か
ら
継
続
的

な
指
導

が
な

さ
れ
た
が
、

下
請
企

業
間

の
厳

し

い
競
争

を
通

じ

て
目
標
水
準

を
達

成

で
き
な

い
企
業

は
整
理

・
淘
汰

さ
れ
た
。

今
日

の
卓
越

し
た
品
質
管
理

に
は

こ
こ
二
〇
年

の
親
企
業

の
指

導

の
累
積
的

な
成
果

で
あ
る
。

先

に
述
べ
た
よ
う

に
、
最

近

で
は

日
本
企
業

の
品
質

は
P
P
M
単
位

で
管
理

さ
れ
て
お
り
、
自
動
車

工
業

や
家
庭
電
機
産
業

で
は
、

品
質
管
理

は
完

全

に
サ
プ
ラ
イ

ヤ

i
側

の
責
任

で
実
施

す

る

「
無
検
査
」
体
制

へ
と
移
行

し

つ
つ
あ

る
。過

去

の
日

本

と
似

た

よ
う

な

評
価

が
、

少

な

く

と

も

一
九

六
〇

年

代

か
ら

一
九

七
〇

年

代

初

頭

に

か
け

て
、
海

外

で
韓

国
製

品

に

対

し

て

一
般

的

に
与

え

ら

れ

て

い
た

こ
と

だ
け

は
確

か

で
あ

る
。

そ

れ

ほ
ど

当

時

の
韓

国
製

品

は
、

そ

の
価

格

面

に

お

い

て
極

め

て
低

廉

で
あ

り
、

そ

の
品
質

面

で
も

至

っ
て
粗

雑

そ

の
も

の
で
あ

っ
た
と

言

え

よ
う
。

正

確

な

統

計

は
な

い
が
、

当
時

の
製

品

不
良

率

が

二
〇
%

以

上

で
あ

っ
た

と

言

わ

れ

て

い
た

こ
と

か
ら
察

し

て

も
、

そ

の
あ

た

り

の
評
価

で

の
韓

国
製

品

に
対

す

る

一
般

的

な
も

の

で
あ

っ
た

か
も

知

れ

な

い
。

そ

れ

は
と

も

か
く

も
、

韓

国

企

業

の
成

長

に
と
も

な

い
、

先
進

国

に

お
け

る
品
質

管

理
上

の

い
ろ

い
ろ
な
技

法

が
導

入

さ

れ
出

し

て
か
ら

は
、

製

品

の
品

質

も
向

上

し
出

し
、

従

っ
て
、

不
良

品
率

も

一
桁

の
数

字

へ
と
好

転

し
出

す

の

が
お

よ

そ

一
九

七

〇
年

代

初

頭

以
降

か
ら

で
あ

ろ
う
。

表

5

は
、

一
九

八
〇
年

代

中

期

に
お
け

る
企

業

規

模

別

製

品

不

良
率

を
表

し

て

い

る
が
、

こ
れ

に

よ

っ
て
も
、

企

業

全
体

で
そ

の

X31



日本的経営システムの韓 日比較

表5韓 国の企業規模別の不良率(1985年)(単 位 二社)

不良率
規模別

2%未 満
2‾3%

未 満

3～4%

未 満

4^-5%

未 満
5%以 上 合 計

大 企 業 105(52.0) 40×19.8) 24(11.9) 21(10.4) 12(5.9) 202(42.8)

中 小 企 業 132{48.9) 53(19.fi) 33(12.2} 29(10.7) 23(8.5) 270(57.2)

合 計 237(50.2) 93(19.7} 57(12.1) 50(10.6) 35{7.2) 472(100}

ヵ ッコ内 の 数 字 は%を 示 す.

〔出所〕 ソウル大学校経営研究所編 「韓 国企業 の現況 と課題」 ソウル大学 出版部,1985,P・371.

半
数
以
上

が

一
〇
数
年
前

の

不
良
率

の

一
〇
分

の

一
の
線
、

す
な

わ
ち

二
%
未
満

の
不
良

率

だ
け

に
と
ど
ま

っ
て

い
る

こ
と

が
わ
か
る
。

一
九

七
〇
年
代

に
な

っ
て

か
ら
、

不
良
率
抑
制

の
た
め

の
品
質
管

理
が
か
な
り
徹
底

し
出
し
た
と
言

え
よ
う
。
最

も
そ

の
間

に
生
産
施
設

が
改

良

さ
れ
た
り
、
生
産
技
術

が

向
上

し
出

し
た

こ
と

に
も
よ

る
が
、
特

に
、

工
業
振
興
庁

や
中
小
企
業
振
興
公
団
、

あ

る

い
は
韓

国
標
準
協
会
、
韓

国
生
産

性
本
部

な
ど
官
民
団

体

に
よ
る
品
質
管

理

へ
の
積

極
的

な
指
導
と
対
策
、

そ
れ

に
先
進
技
法

の
導
入
も

そ
れ

な
り

の
影
響

を
及

ぼ
し
た
と

も
言
え

る
。

し
か
し
、
何
と

言

っ
て
も
個
別
企
業
自
体

の

品
質
管
理
上

の
努
力

が
結
局
、

不
良

率

の
低
下

へ
と
結

び
付

い
て

い
た
直

接

的

な

原

因

で
あ

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

品
質

管

理

の
実

施

内

容

は
、

完

成

品

の
検

査

、

作

業

標

準

の
作

成

な

ど

か
ら

不
良

品

の
発

生

状

況

を
的
確

に
把

握

す

る
た
め

の
チ

ェ

ッ
ク

シ

ー
ト

(O
げ
Φ
O
犀
ω
げ
Φ
Φ
け)
な

ど

の

い
く

つ
か

の
段

階

が
あ

る

が
、

最

近

は

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
を
用

い
た
高
度

な

品
質

管

理

技

術

が
導

入

さ

れ

て

い
る
。

そ

の
中

で
、

Q

C

サ

ー
ク

ル

(
ま

た

は

そ

れ

と

同
等

の
職

場
集

団

)

に
関

し

て
比

較

す

る
と

表

6

の
よ
う

で

あ

る
。

現

在

の
下
請

機

械

中

小

企

業

の
Q

C

サ

ー
ク

ル

の
導

入
率

を
見

る
と

、
日

本

の
企

業

は

一
四
七

社

(
七
九

・
五
%

)
、
韓

国

の
ほ

う

は

七

五
社

(
五
五

・
二
%

)

で
、

か
な

り

の
差

異

が

あ

る
。

導

入

後

の
平
均

経

過

年
数

も

日

本

企
業

の
ほ
う

が

一
〇

.
五
年

、

韓

国

の
ほ

う

は

五

・
四
年

で
あ

り
、

両

国
間

に
は
格

差

が
見

え

る
。

な

お
、

自

主
的

な
活

動

項

目

も

か
な

り

の
差

異

が

み
ら

れ

る
。

す

な

わ
ち
、

そ

の
内

容

と

し

て

の
仕

事

の
遂

行

方

法

に
対

し

て
見

る
と
、

日
本

企

業

の
ほ
う

は

八

五

・
○

%

で
あ

る

の

に
、

韓

国

は

五

四

.

四
%

で
あ

る
。

使

用

す

る
機

械

道

具

の
選

定

項

[日
は
、

日

本

四

九

・
六
%

、

韓

国

二
〇

・
三
%

で
あ

る
。

こ
の
よ

う

な
差

異

も
経

済

発

展

な

い
し
産

業

の
歴
史

と
関

連

し

た
品
質

管

理

の
実

施

と
Q

C

サ

ー

ク

ル
導

入
年

度

と

関
連

づ

け

ら

れ

る
と

お
も

う
。

し

か

し
、

韓

国

の
下

請

企

業

に
お

け

る
品
質

管

理
技

法

の
導

入

率

と

か
Q

C

サ

ー

ク

ル

の
導

入

率

が
日
本

と
比

べ

て
低

い
の
は
産
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業

の
歴
史

に
基

づ

い
た
経

済
発
展
段
階
格
差

か
ら

の
原
因

が
最

も

大
き

い
の
で
あ
る
が
、
部

分
的

に
は
、
運
営
方
式
と

か
離
職
率

な

ど
と
も
関
係

が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

こ
れ
は
結
局
、
終
身
雇
用
制

な
ど

の
い
わ
ゆ
る
日
本
的
経
営

の
問
題
と
関
連

づ
け
ら
れ
る

こ
と

で
あ
る
。

国際経営 フォーラムNo.2

表6QCサ ー クル の 導 入 率 (単位:社)

日 本 韓 国

QCサ ー クル導 入 率 147
(79.5)

75
(55.2)

導入後の経過年数 10.5年 5.4年

全 社的で ある場 合(TQC) 116
(83.5)

58
079.5)

自
主
的
な
活
動
項
目

①仕事の遂行方法 125
(85.0}

43

×54.4)

② サ ークル内の仕事 分担 割当
70

{47.6)
41

×51.9)

③使用する機械道具の選定 73
(49.6)

16
(20.3)

④ サ ー クル全体 の仕 事量 42
(28.6}

29

×36.7}

⑤ その他 13
(S,S)

0
(0)

回答企業数 180社 134社

カ ッコ内 の数 字 は%を 示 す ,

占
ノ、

日
本
的
経
営
シ
ス
テ
ム
の
韓
国

へ
の
適
用
上
の
問
題

点
1
む
す
び
に
か
え
て
ー

一
国

の
経

営

シ

ス
テ

ム
な

い
し
技

法

は
永

久

不
変

の
も

の
で
は

な

く
、

国
民

経

済

の
発

展

に
伴

っ
て
変

化

し

て

い
く

と

す

れ

ば
、

日
本

的

経

営

技

法

の
場
合

も
例

外

で
は
な

い
と

い
え

る
。

日
本

の
下

請

中

小

企
業

に
お

け

る
終
身

雇

用

制

と

か
年

功
序

列

制

な

ど

も
、

今

後

、

混

合

形

態

に
変

化

し

て
行

く

こ
と

が
実
態

調

査

の
結
果

か
ら

明

ら

か

に
な

っ
た
。

し

か

し
、

日
本

的

経
営

シ

ス
テ

ム
な

い
し
技

法

が

日
本

経

済

の

高

度

成

長
期

か
ら

現
在

に
至

る

ま

で
、

日
本

の
経

営

環

境

に
効
率

的

に
適

応

し

て
き

た

こ
と

は
明

ら

か

で
あ

り
、

今

後
、

日
本

と
文

化
的

体

制

的

類
似

性

の
高

い
韓

国

へ
の
適

用

の
可

能

性

が
大

き

い

と
言

う

こ
と

は
否

定

で
き

な

い
。

に
も

か

か

わ
ら

ず

、
韓

国

の
経

営

発

展

の
パ

タ

ー

ン
な

い
し
存

立
方

式

が
日

本

の
そ
れ

と

は
異

な

る
所

が
多

く
、

そ

の
他

、

経
済

発

展

段

階

の
格

差

か
ら

く

る
諸

現

状

の
相

違

に
よ

っ
て
、

現

在

の

日
本

の
経

営

方

式

が
現

在

の
韓

国

に
直

ち

に
効
率

的

に
作

用

す

る

と

は
言

い
雌難
い
。

以

上

を
踏

ま

え

て
、

日
本

的

経

営

シ

ス
テ

ム
な

い
し
技

法

の
韓

国

へ
の
適

用

の
問

題
点

に

つ

い
て
考

察

し

て
み

る
。

日
本

的

経

営

シ

ス
テ

ム
な

い
し
技

法

は
、

日
本

の
高

度

成

長
期

に
お

い

て
は
、

効

果

的

機
能

を
遂

行

し

て
き

た
。

つ
ま

り
、

新

技
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日本的経営 システ ムの韓 日比較

術
及

び
経
営
技
法

を
導
入
す

る
ほ
う

が
、
自
体
技

術
開
発

よ
り
経

済

成
長

の
為

に
は
合
理
的

で
あ

っ
た
。

こ
の
際
、

導
入

さ
れ
た
技

術
及

び
経
営
技

法
を
消
化

し
定
着

さ
せ
、

さ
ら

に
、
改

良

の
為

に

は
、

そ

の
担
当
者
と

し
て

の
技
術

及

び
経
営
人
力

の
安
定
的
確
保

が
重
要

で
あ

っ
た
。

そ
れ

で
、
技
術

及

び
経
営
人
力

の
確
実

な
確

保

の
為

に
は
、
雇
用

の
終
身
保
障
、
年

功
序

列
的
昇
進

.
昇
給

は

誘
引
手

段
と
し

て
強
力

な
説
得
力

を
持

っ
て

い
た
と
言
わ
れ

る
。

終
身

雇
用
制

は
、

言
う
ま

で
も
な
く
雇
用

の
安
定
確
保

を
意
味

す

る
が
、

こ
れ
は
、
年
功
序
列
制
、
企
業
別
労
働
組
合
、

Q
C

サ

ー
ク

ル
な

ど
と
有
機
的
な
関
係

を
持

ち
な
が
ら
作
用

し

て
い
る
。

し

か
し
、
韓
国
中
小
企
業

の
場
合
、

日
本

の
中
小
企
業

に
比

べ

て
終
身
雇
用
制

の
導

入
率
、

Q
C

サ

ー
ク

ル
の
導

入
率

は
と
も

に

低
く
、

そ

の
結
果
、

企
業

に
対
す

る
忠
誠
心

が
低

い
。

そ

の
上
、

高

い
離

職
率

に
よ

っ
て
技
術

の
発
展

が
阻
害

さ
れ
て
お
り
、

労
働

組
合

の
性
格
も
協

力
関
係

よ
り
競
争
的

性
格

を
持

っ
て

い
て
、

日

本

の
よ
う

に
企
業
別
組
合

の
性
格

を
持

っ
て
い
る
と
は
言

い
難

い
。

そ

の
他
、

日
本

の
よ
う

に
経
営

の
現
場
重
視
思
考

が
ま
だ
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
経
営
者

と
従
業
員
間
、

か

つ
事
務

・
営
業
職

と

生
産
職

の
間

の
平
等
主
義

も
定
着

し

て
い
な

い
と
言
え

る
。

要
す

る
に
、

総
合

モ
デ

ル
で
あ

る
と
言
え
る
日
本
的
経
営

シ
ス

テ

ム
な

い
し
技
法

の
韓
国

へ
の
部
分
的
適
用

に
は

か
な

り

の
限
界

が
あ
り
、
適
用

の
際

は
、

そ
れ
が
現
存
す

る
経
営

な

い
し
下
請

シ

ス
テ
ム
に
ど

の
よ
う

に
統
合

さ
れ
る
か
を
考
慮

す

べ
き

で
あ

る
。

例
え
ば
、
韓

国

の
下
請
企
業

に
お
け

る
Q

C
サ

ー
ク

ル
の
効
率

的
適
用

・
運
用

の
た
め

に
は
企
業
理
念
、
従
業
員

の
離
職
、

忠
誠

心
、
終
身
雇
用
制
、
技
術

水
準
、
組
織
風
土
、

規
模
、
労
働
組
合

と

の
関
係
、
親
企
業
関
係

な
ど
様

々
な
面

を
考
慮

し
な

が
ら
適
用

す

べ
き

で
あ

る
と
思
う
。

注
記

本
研
究

で
用

い
る
デ

ー
タ
は
、
韓

日
両
国
各

々
で
の
下
請
機
械

中
小
企
業

(従
業
員
数

二
〇
人
以
上

二
九
九
人
以
下
)

を
対
象
と

し
た
郵
送
質
問
票
調
査

に
基

づ

い
て
収
集

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

調
査
対
象

は
日
本

の
場
合
、

日
本
経
済
新
聞

社

の

一
九

八
八
年

版

「
会
社
総
鑑
」
未
上
場
会
社
編

で
従
業
員

二
〇
人
以
上

三
〇
〇

人
未
満

の
機
械

工
業

の
中

で
、
親
企
業
を
持

っ
て
い
る
全
国

の
九

五
四
社

を
抽
出

し
た
。

韓

国

の
場
合
、

業
種
、
規
模

を
日
本

の
そ
れ

に
あ
わ
せ
て
、

中

小
企
業
協

同
組
合
中
央
会
、

中
小
企
業
振
興
公
団
、
機
械

工
業
振

興
会
、

電
子
工
業
振
興
会
な

ど

の
協
力

を
得

て
、
全
国

の
七
〇
〇

社

を
抽
出

し
た
。
両

国
共

に
社
長
宛

に
質

問
票

を
郵
送

し
た
。
調

査
期
間

は

一
九

八
八
年

一
一
月

二
二
日
か
ら

一
九

八
八
年

一
二
月

二
〇
日
ま

で
で
あ
り
、
有
効

回
答
率

は
日
本

の
場
合

二
〇

.
二
%
、

韓

国

の
方

は

二
二

・
九
%

で
あ

る
。
質
問
票
調

査

の
費
用

の
大
部

分

は
指
導
教
官

で
あ

っ
た
筑
波
大
学

の
高
柳
暁
教
授

の
研
究
費

で

あ
り
、

一
部

は
日
本
組
織
学
会

の
研
究
補
助
費

を
用

い
る

こ
と

に
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し
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